
- 1 - 

第２章 各教科等における学習評価 

１０（１） 小学校 外国語 

単元（題材）における観点別学習状況の評価を実施するに当たり、まずは外国語科における学習指導目

標や内容、学習指導要領解説等を踏まえ、指導と評価を行うことが大切である。具体的には、以下のよう

な関連性を考慮することが重要である。 

・各学校においては、「外国語科の      

目標」及び「五つの領域別（内容 

のまとまり）の目標」に基づき、 

また、児童の発達の段階と実情を 

踏まえ、「学年ごとの目標」「五つ 

の領域（内容のまとまり）別の『学 

年ごとの目標』」を適切に定める。

ただし、「外国語科の目標」とほぼ

同じになることも想定している。ま

た、「五つの領域別の学年の目標」

も同様である。 

・五つの領域（内容のまとまり）別 

の「学年ごとの目標」は、「五つの領域（内容のまとまり）別の目標」を踏まえると、各々を資質・   

能力の三観点に分けずに、一文ずつの能力記述文で示すことが基本的な形となる。 

・一方で、五つの領域別の「学年ごとの目標」に対応する「学年ごとの評価規準」は、「五つの領域（内

容のまとまり）ごとの評価規準」を踏まえて、三観点で記述する必要がある。「学年ごとの目標」から

「学年ごとの評価規準」を作成する手順は、「五つの領域（内容のまとまり）ごとの評価規準」の場合

と基本的に同じである。 

❊ 外国語科における「内容のまとまり」は、五つの領域のことである。 

❊ 「学習指導要領 ３ 指導計画の作成と内容の取扱い（１）指導計画の作成上の配慮事項 （１）イ」

に記されている通り、各学校で「学年ごとの目標」の設定が求められている。 

 

   以上の関連性を考慮しながら、単元ごとの目標及び評価規準を設定していく。ここでは、 

We Can! 1  Unit「When is your birthday?」（第 5学年） ※「聞くこと 」「話すこと［やり取り］」 

の単元を例として、その評価例を示す。この単元では、「聞くこと 」「話すこと［やり取り］」の二つの

領域について指導と評価を行うものとする。 

  ❊ 一つの単元で一つの領域に焦点化して記録に残す評価を行うことは可能だが、単元を通して、一領 

域にかかわる言語活動のみしか行わないのは現実的ではない。 

 

① 単元（題材）の目標を作成する 

以下のような手順で、単元（題材）の目標を設定することができる。 

まず、「五つの領域別の学年ごとの目標」と「学年ごとの目標」から、本単元とのかかわりを確認する。 

関係する内容のまとまり 

「聞くこと」 

イ ゆっくりはっきりと話されれば、日常生活に関する身近で簡単な事柄について、具体的な情報を聞き

取ることができるようにする。 

「話すこと[やり取り]」 

イ 日常生活に関する身近で簡単な事柄ついて、自分の考えや気持ちなどを、簡単な語句や基本的表現を
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用いて伝え合うことができるようにする。 

「書くこと」 

ア 大文字、小文字を活字体で書くことができるようにする。 

   このことを踏まえて、本単元の「単元の目標」を以下のように設定することができる。 

自分のことをよく知ってもらったり相手のことをよく知ったりするために、相手の誕生日や好きなも

の、欲しいものなど、具体的な情報を聞き取ったり、誕生日や好きなもの、欲しいものなどについて伝

え合ったりできる。また、アルファベットの活字体の大文字を書くことができる。 

❊ これらはあくまで例示であり、より重点化したり、より端的に記載したりすることも考えられる。目

標に照らして観点別の評価を行う上で必要な要素が盛り込まれていれば、語順や記載の仕方等は必ずし

もこの例示の通りである必要はない。   

❊ 本単元における「書くこと」については、目標に向けて指導は行うが、本単元内で記録に残す評価は

行わない。 

 

② 単元（題材）の評価規準を作成する 

「知識・技能」の評価規準の設定の仕方 

・＜知識＞＜技能＞の２つに分けて記述する。 

・＜知識＞は、「～理解している」、＜技能＞は、「～を身に付けている」が基本形となる。 

・＜知識＞は言語材料の明記をし、＜技能＞は、言語材料の明記に加え、「事柄・話題」「内容」な     

どを明記するのが基本となる。 

 

「思考・判断・表現」の評価規準の設定の仕方 

 ・「知識・技能」とは、目的や場面、状況の設定がある点で異なる。その際には、学習指導要領に記載

されている「言語の使用場面の例」や「言語の働きの例」を踏まえること。 

 ・文末は、「伝え合っている」「概要を捉えている」等、英語を使って何ができるかを示す。 

 ・内容のまとまりごとに、「目的等」「事柄・話題」「内容」等の構成要素がある。 

 

「主体的に学習に取り組む態度」の評価規準の設定の仕方 

・「思考・判断・表現」の記述の文末を、「～しようとしている」とするのが基本形となる。それは、「思 

考・判断・表現」と一体的に評価することを原則としているためである。 

・本観点のみを取り出しての評価は行わない。さらに、学習活動を通して身に付けた態度を評価する 

ため、単元の導入時に評価したり、１単位時間の授業の冒頭で評価したりすることは適切ではない。 

    

このことを踏まえて、本単元の「単元の評価規準」を以下のように設定することができる。 

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

聞
く
こ
と 

＜知識＞ 

月日の言い方や、I like / want 

～. Do you like/want ～? What do 

you like/want? When ～? その答

え方について理解している。 

 

＜技能＞ 

誕生日や好きなもの、欲しい 

ものなど、具体的な情報を聞き取

る技能を身に付けている。 
 

相手のことをよく知るた 

めに、誕生日や好きなもの、

欲しいものなど、具体的な情

報を聞き取っている。 

 

 

 

 

相手のことをよく知るため 

に、誕生日や好きなもの、具体

的な情報を聞き取ろうとしてい

る。 

 

 言語材料 

事柄・話題 

目的等 

事柄・話題 
一体的に評価する 
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話
す
こ
と
［
や
り
取
り
］ 

＜知識＞ 

月日の言い方や、I like/want ～.  

Do you like / want ～? What do  

you like / want? When ～? その 

答え方について理解している。 

＜技能＞ 

知識を使って、誕生日や好きな 

もの、欲しいものなどについて、I 

like / want ～. When is your 

birthday? What do you like / 

want ～? などを用いて、考えや気

持ちを伝え合うために必要な技能

を身に付けている。 

自分のことをよく知って 

もらったり相手のことをよ

く知ったりするために、自分

や相手の誕生日や好きなも

の、欲しいものなどについ

て、簡単な語句や基本的な表

現を用いて、お互いの考えや

気持ちなどを伝え合ってい

る。 

 

自分のことをよく知ってもら 

ったり相手のことをよく知った

りするために、自分や相手の誕

生日や好きなもの、欲しいもの

などについて、簡単な語句や基

本的な表現を用いて、お互いの

考えや気持ちなどを伝え合おう

としている。 

 

 

 

 

 

❊ 「読むこと」の目標のイのみ、「音声で十分に慣れ親しんだ簡単な語句や基本的な表現の意味が分かる

ようにする。」と、文末が「～するようにする」となっていることに留意する。また、この目標は、音声

で十分に慣れ親しんだ簡単な語句や基本的な表現が書かれているものを見て、音声化することを指して

いる。その際には、言語外情報を伴って示された簡単な語句や基本的な表現を、児童が文字の音（語の

中で用いられている場合の文字が示す音の読み方）を手掛かりに、推測して読むようにする。 

 

③ 指導と評価の計画を作成する 

観点別学習状況を記録に残す場面等を精選するためには、単元のまとまり中で適切に評価を実施でき

るよう、単元の計画を立てる段階から、評価時期や場面方法等を考えおくことが重要であり、そのこと

を踏まえ以下のとおり指導と評価の計画を作成した。 

本事例では、児童の学習状況を記録に残す評価については、「評価」の欄に聞/やとともに［「聞くこと］

/「話すこと［やり取り］」の記録に残す評価」として示す。なお、「単元の指導と評価の計画」内の「ST」

「LL」「LW&T」「ACT」「STIME」は、それぞれSmall Talk、Let’s Listen、Let’s Watch and Think、

Activity、STORY TIMEを表している。 

それに加えて、日々の授業の中で児童の学習状況を適宜把握して指導の改善に生かすことが重要であ

るため、児童の学習状況を記録に残さない活動や時間においても、教師が児童の学習状況を確認する必

要がある。そこで、本事例では、「評価」の欄に［教師の指導改善のためのポイント例］、「活動」の欄に

［児童の学習改善のためのポイント例］を示している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
2時間目は省略 

言語材料 

事柄・話題 

目的 

内容 一体的に評価する 
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５時間目～６時間目は省略 
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❊ 単元ごとに、全ての領域・観点について記録に残す評価を行う必要はなく、学年末に評価を総括し、

指導要領に記載する際に全ての領域・観点についての評価記録が揃っていればよい。 

 

④ 実際の指導及び評価 

   評価をするには、「評価の場面」、「評価方法」、「事前の手立て」、「事後指導」まで想定しておくことが

大切である。その具体を以下に示す。 

「4時間目における「聞くこと」（知識・技能）の評価例」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

❊ ここに、聞き取れたこと

を記入していく。「知識・技

能」の観点で評価するため、

「たん生日」などの情報を

正しく聞き取れているかを

判断していく。 



- 6 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

❊ ワークシート例では、正確に聞き取る内容を示している。聞き取る内容を自分で判断して、概要を捉え

るようにすると、「思考・判断・表現」の評価材料となる（以下参照）。 

 

 

 

 

「７時間目における「話すこと［やり取り］」（思考・判断・表現、主体的に学習に取り組む態度）の評価例」 
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❊ 前述の表の児童１と児童３の具体的なやり取 

りを右に示す。 

  「思考・判断・表現」と「主体的に学習に 

取り組む態度」は一体的に評価している。 

 「思考・判断・表現」の観点で評価を行う 

際には、特定の言語材料（例えば、canなど） 

が使えているかを評価するのではなく、児童 

がコミュニケーションの目的や場面、状況な 

どに応じて、既習語句や表現を使って、話さ 

れる内容を理解したり、自分の考えや気持ち 

を表現したりしているかどうかを評価する。 

 

 

⑤ 観点ごとに評価を総括する 

本単元では、「聞くこと」「話すこと［やり取り］」の二つの領域について指導と評価を行っている。上

記の「④ 実際の指導及び評価」で、それぞれの領域で以下のような評価材料を得たのち、評価の総括

を行う。 

「聞くこと」における評価の総括 

 

「話すこと［やり取り］」における評価の総括 

 

 児童２は、第 4 時

ではcの評価であった

が、第 5 時では、(b)

の評価を得ている。そ

して、英語は習得に時

間を要することを鑑

み、第5時の評価を重

んじ、「知識・技能」

の評価を B としてい

る。 

 

 

 

 

 「思考・判断・表現」

と「主体的に学習に取

り組む態度」について

は、同じ時間で一体的

に評価を行っている。 

 

 

 
 「思考・判断・表現」

と「主体的に学習に取

り組む態度」について

は、同じ時間で一体的

に評価を行っている。

しかし、「思考・判断・

表現」の観点では、十

分に力を発揮できなか

った児童でも、伝え合

おうとしている態度が

「おおむね満足でき

る」状況の場合には、

同じ評価とならないこ

ともある。ただし、c

とaまでの乖離は想定

していない。 
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❊ 単元における観点別学習状況の評価の総括は、基本的に各観点の A、 B、 C の数の比率を踏ま

えて総括する。ただし、一つの観点において、二つ以上の活動で記録に残す評価を行う場合は、次

のように考えることができる。 

ある児童の先の活動での評価が「C」、後の活動での評価が「B」であった場合は、その児童が学

習に取り組み、おおむね満足できる状況であると判断し、「B」と総括する。一方、先の活動での評

価が「B」、後の活動での評価が「C」であった場合は、その児童の学習への取り組みが高まってお

らず、おおむね満足できる状況ではないと判断し、「C」と総括する。 

ただし、三つの活動で記録に残す評価を行い、「B」「B」「C」という評価の場合、BとCの数の

比率から、「B」と総括することになるが、一つ目、二つ目の活動に比べて、三つ目の活動内容に重

きをおいている場合は、その児童の学習への取り組みが高まっておらず、おおむね満足できる状況

にないと判断し、「C」と総括することも考えられる。 

 

 

 

＜参考資料＞ 

「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料(小学校、中学校)」（国立教育政策研究所） 


